
●平成23年度宇都宮市一般会計補正予算
＝歳入歳出それぞれ14億9,803万2千円を追加計上し、予算総
額を1,898億7,733万2千円に補正しようとするもの。
　【一般質問初日（３月６日）に可決】
●平成23年度宇都宮市一般会計補正予算以外の予算の補正
＝平成23年度宇都宮市国民健康保険特別会計ほか14件の特別
会計についてそれぞれ予算を補正しようとするもの。
　【一般質問初日（３月６日）に可決】
●宇都宮市副市長の選任について
●宇都宮市固定資産評価員の選任について
●宇都宮市教育委員会委員の任命について
　【以上、一般質問最終日（３月９日）に可決】
●平成24年度宇都宮市一般会計予算　など
＝前年度当初予算額1,839億6,000万円に対して、0.8％減の
1,825億7,000万円を計上するもの。　など
　【閉会日（３月23日）に議決】

●環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交渉参加に反対する意見書
＝国民への情報開示と説明責任を果たすとともに、国内農林
水産業への影響についての検証や十分な措置がなされない
中にあっては、交渉参加を行わないことを国に強く要望す
るもの。【開会日（２月27日）に可決】

●宇都宮市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部
改正
＝東日本大震災の早期復興にかんがみ、議長、副議長及び議
員の議員報酬月額について、平成24年４月１日から平成25
年３月31日までの１年間、８％を減額しようとするもの。

●地域公共交通の維持、再生、活性化の基盤となる交通基本法の
早期制定を求める意見書
＝国、自治体、事業者等が一体となって、総合的かつ計画的
な取り組みを推進し、地域の実態に合う地域公共交通を維
持、再生、活性化し、国民が、真に暮らしやすい生活を実
現することを求めるもの。

●慢性疲労症候群患者の支援を求める意見書
＝慢性疲労症候群患者の実態を調査し、正しい認知を広める
ように努め、医療と社会保障の両面から患者の命と暮らし
を支える施策を早急に整えるよう、国に強く要望するもの。

●原子力発電から再生可能エネルギー推進への政策転換を求める
意見書
＝原子力発電推進を前提とするエネルギー政策については見
直しが必要であることから、原子力発電から再生可能エネ
ルギー推進への政策転換を国に強く求めるもの。

●公的年金の特例水準の解消に反対する意見書
＝高齢者を取り巻く情勢は依然として厳しい状況にあるため、
公的年金の特例水準2.5％の解消を行わないよう、国に強
く要望するもの。
　【以上、閉会日（３月23日）に可決】

　個人的な理由で、平成23年12月６日、７日の本会議を欠席し
た議員のため、倫理委員会で審査が行われましたが、倫理基準
（議員の品位と名誉を害し、市民の信頼を著しく損なう行為を
しないこと）に違反すると認定したことに同意した議員数は５
人となり、認定に必要な６人以上（委員定数の３分の２以上）
に達しなかったことから、倫理基準に違反するとの認定に至り
ませんでした。
・同意した議員（会派）
鎌倉三郎（自由民主党議員会）、今井恭男（市民連合）、
荒川恒男（日本共産党）、遠藤和信（議会改革クラブ）、
木村由美子（公明党議員会）
・同意しなかった議員（会派）
阿久津善一（うつのみや維新の会）、郷間康久（うつのみ
や改革フォーラム）、斉藤さちこ（みんなの党宇都宮市議会）

　宇都宮市議会は３月23日、市民の理解を十分得るなどさまざま
な課題解決に向け早急に検討し、可能な限り瓦れきを受け入れて
いくよう求める要望書を、佐藤市長に提出しました。


